
APR．2000

薩4月“、
ノ
㌔

◎
、Nα587

　　　　　　　ロ　　　　　ロ　　　　　　　　　　コロ　　　　　　　　　ロ　　　　コ　　　　　　　　コに　　　　　　　　　　　ロ　　コ　　　コ　　　ロ　　　　コ　　　　　　　　　　

発行宮崎県東臼杵郡東郷町・編集総務課丁EL　69－3900
1111幽11川1■川1川，1卜lll川川川川，Il，11■lI川ll川lI圏lI川1■幽lI幽1聖lII川1川II■1幽1臨lIII■川1幽1囲lrlIlI■1■川■lI川1｝1川Il川1川川1川肺1蹉1‘1肺lII川lIIIlI川lI18門■幽1川II■lI川川幽ll，1川lIロlII川II塵0置llIl川1幽幽lrI圏IlI岡

唾
亀
．

｝
‘

｝

｝

」
隔

ヂ

●

ダ綬，
雄勢隷

声’貯
　ミ，“
3二1恥

F

、
、’

’

、薮

，
、
鷲
／

　
審
　
　
e
　
．
》

　
　
　
、
β
．
躍

翠

8

「

プ

“
轟
．
．
増
㌔
㌃

騨
・

　　

@　

@
　
‘
囎

　　

o
〃
一
・

㌧
　
　
　
　
　
声
噛

審
ヒ

善
・

、

　
　
一

物
ひ
・

一閲誓
　ノ　　＿

’

　
　
　
　
　
　
凋

　　

@　

@　

翌
’
論
．

　
　
　
　
辱

辱

、

～

　
　
’

引戸

@
’

，
ダ

も、

。
　
　
・
。
昏
驚

　
　
　
ノ

6暖

野
＝難

酔
・・ J飛

’

’♂ノ
　
一

毒
コ

幽㎡

薮

学
校
に
　
も
の
読
め
る
声
の
　
な
つ
か
し
さ

身
に
し
み
と
ほ
る
　
山
里
す
ぎ
て

牧
水

わ
が
故
郷
を
探
訪

　
本
町
の
名
所
を
探
訪
し
て
、
郷
土
の
す

ば
ら
し
さ
を
再
発
見
し
ょ
う
と
、
本
町
出

身
の
8
名
（
町
内
在
住
者
5
名
、
町
外
在

住
者
3
名
）
の
皆
さ
ん
が
月
山
登
山
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
登
山
を
企
画
し
た
の
は
、
延
岡
市

在
住
の
吉
田
京
子
（
旧
姓
：
海
野
）
さ
ん

ら
昭
和
1
3
年
生
ま
れ
の
同
級
生
8
名
。

　
山
登
り
は
久
し
ぶ
り
と
い
う
人
も
い

ま
し
た
が
、
冠
山
展
望
所
か
ら
眺
め
る
ふ

る
さ
と
の
景
色
の
す
ば
ら
し
さ
に
、
全
員

疲
れ
も
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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ζ

⑨　　　　「町報とうこう」は再生紙を使用しています



　　　　　　　　③鰯窄蔵“り

介護保険制度が4月からスタートします

　だれもが介護が必要になっても安心して、自分らしく暮せる老後

を望んでいます。本格的な高齢社会を迎えている我が国では、介護

が必要な高齢者が急速に増え、介護する人の高齢化も進んできてい

ます。また働きに出る女性も増えるなど、家族だけで介護すること

は難しくなっています。そこで、こうした介護を社会全体で支える

「介護保険制度」が新たに生まれ、4月からスタートします。

／
’

／

　　　　　　　覇8ご’り②

▲介護ヘルパー研修を受ける

　受講生たち

介護保険制度のしくみ

保険者

第1号被保険者

65歳上の方　　　　　　　　　　　　　〔保険料〕

ｴ因のいかんを問わず　　　　　　　？争　　　　●保険料は東郷町に納め
ﾉ、帳が必要と認めら　譲τ　凶　　　ま賜れた場合にサービスを　　　　　　　　　　　　●個人の所得区分に応じ利用できます。　　　　　　　　　　　：　　　　て保険料は異なります。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※4ページを参照してください。
@　　　　　　　　　　　　　　　　一1、

L一一

第2号被保険者

40歳から　　　　　　　　　　　　　　〔保険料〕

！「

o隔

・65歳以上の方
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観　既護‘ワ

　・40歳から64歳までの方

▲介護保険制度への期待は大きい

年金額が年額18万円（月額1万5

千円）以上の方の保険料は年金か

ら天引きされます。

年金額が年額18万円（月額1万5

千円）未満の方は保険料を東郷町

に個別に納めます。

要介護認定の申請

＿〉要介護認定

　医療保険者

儒驕匿灘珍

第2号被保険者の保

険料を徴収して、社

会保険診療報酬支払

基金に一括して納付
します。

介護保険料

　　　　　医療保険親

2つの保険料を納めます

社会保険診療

報酬支払基金

第2号被保険者の保

険料をいったんプー

ルして、全国の市町

村（保険者）に一律に

交付します。

介護保険分

医痘　険分

1つの保険料として納めます

利
用
料
（
サ
ー
ビ
ス

費
用
の
一
割
）
の
支

払
い

「
「

※医療保険料（税）分は、

これまでどおり、医療保険

の運営にあてられます。

東郷町（保険者）

介護保険制度の運営は、東郷町が行います。

介護保険の財源

65歳以上の

方の保険料
　約17％

L堕＝＝二一

＼
／

40歳から64歳

までの方の保

険料

　　33％

サービス事業者

・在宅サービス

・施設サービス

公
　
費
5
0
％

保
険
料
5
0
％

国の負担
約25，0％

県の負担
　12．5％

町の負担
　12．5％

　介護報酬の請求

「一一一一一r

介護報酬の支払い

く一

国保連合会

※介護報酬の審査・支払

　いを行います。

［　介護報酬
　の払込

一
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥3900㈹まで〉



塘8ご’う

れ号度

65歳以上の方については、制度についての理解をいただきながら、保険料を段階的に負担していただける

よう、平成12年4月から平成13年9月まで次のような保険料の軽減が行われます。

●平成12年4月から平成12年9月までの半年間

●平成12年10月から平成13年9月までの1年間

●平成13年10月以降

【65歳以上の方の保険料】

【平成1：2年度・13年度の65歳以上の方の保険料の額】

本
来

の
介
護

保険料が軽減された分は
国が負担することになります

本来の保険料の額を納めます

　　▲
平成15年4月

本来の保険料の
半額を納めます

　　▲　　　　　　　　▲　　　　　　　　▲
平成13年4月　平成13年10月　平成14年4月

保険料を
納める
必要は

ありません

本
来
の
介
護
保
険
料
の
額

　　▲　　　　　　　▲
平成12年4月　平成12年10月

【40歳から64歳までの方の保険料】

　40歳から64歳までの方については、一人ひとりの介護保険料が直接、軽減されることはありませんが、介

護保険料を上乗せすることにより、財政状態が厳しくなる健康保険組合や保険料の収納率の低下が懸念さ

れる国民健康保険などの医療保険者に国が財政支援することにしています。

国保に加入している第2号被保険者の介護保険料

　国保に加入する40歳～64歳の人（第2号被保険者）は、各市町村で定められた計算方法により保険料の額

が決められ、国民健康保険税に介護保険料を上乗せしたひとつの保険税の形で、世帯主が納めることになり

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■墜

♂馬 ﾖ

乙
℃7・1

　
　
　
　
　
’

へ
　
　
　
、
舞

℃
》

　
　
　
　
．
．
判

々

■保険料の決め方
　東郷町では次の計算方法により決めます。

　なお、料率等は6月に決定し、国保世帯（世帯主）に通知いたし

ます。

◇所得割額：所得に応じて計算

◇資産割額：資産に応じて計算

◇均等割額：各世帯の該当者数に応じて計算

◇平等割額：1世帯いくらと計算

※同じ世帯の、第2号被保険者以外の人の所得や資産などは、介護

保険料の算定に影響しません。

　　　詳しくは役場住民課国民健康保険係まで…

　　　　　電話69－3902

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　　　　ら巳⑤磯8ご’り

　　　平成12年度

国民年金保険料のお知らせ

前納すると
3，850円お得です。

希望される方は、役場住民課国民

年金窓口で、お申し込み下さい。

種　　類 月　　額 前　　　　納

定額保険料 13，300円 155，750円（割引額3，850円）

付加保険料 13，700円 160，430円（割引額3，970円）

保険料は認れず1に誉めまレよう

保険料は20歳から60歳になるまでの40年間納めます。老齢基礎年金を受けるためには、

この間に最低25年以上の保険料を納めることが必要です。

　　　　　　　　　　　　　一9　9　　　　　　　　　　　　9σ一　　　　　　　　　　　◎9，　　　　　　　　　　9　0ψ　　　　　　　　　φφひ　　　　　　　9，φ　　　　　　09ψ　　　　　9・ψ　　　　09e　　　99ψ　　ψψ一　φ99eφe

駐
在
所
だ
よ
り

迷
惑
防
止
条
例
が

　
　
　
施
行
さ
れ
ま
す

一
平
成
十
二
年
四
月
一
日
施
行
一

　
　
公
衆
に
著
し
い
迷
惑
を
か
け
る
行

　
為
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

　
一
年
宮
崎
県
条
例
第
七
四
号
）
が
平

　
成
十
一
年
十
二
月
二
十
三
日
に
公
布

　
さ
れ
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

　　れ
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

…”
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
　
こ
の
条
例
は
、
公
衆
に
不
安
等
又

…　
は
著
し
い
し
ゅ
う
恥
を
覚
え
さ
せ
る

…　よ
う
な
卑
わ
い
な
行
為
、
粗
暴
行
為
、

…　
客
引
き
行
為
の
ほ
か
、
悪
質
な
つ
き

～…　
ま
と
い
や
電
話
又
は
文
書
に
よ
る
嫌

樽　
が
ら
せ
等
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
、
県
民
及
び
県
内
滞
在
者
の
生
活

　
の
平
穏
を
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
に

　
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
〈
目
的
〉

　
第
一
条
こ
の
条
例
は
、
不
安
、
困
惑

脅
若
し
く
は
嫌
悪
（
以
下
「
不
安
等
」
と

　
い
う
）
又
は
著
し
い
し
ゅ
う
恥
を
覚

φ
　
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
公
衆
に
著
し

　
い
迷
惑
を
か
け
る
行
為
を
防
止
し
、

…　
も
っ
て
県
民
生
活
の
平
穏
を
保
持
す

一　
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　　
〈
卑
わ
い
な
行
為
の
禁
止
》

…一　
第
二
条
何
人
も
、
道
路
、
公
園
、
広

99　
場
、
駅
、
興
行
場
そ
の
他
の
公
共
の
場

所
（
以
下
「
公
共
の
場
所
）
と
い
う
）

又
は
電
車
、
乗
合
自
動
車
、
船
舶
、
航

空
機
、
そ
の
他
の
公
共
の
乗
り
物
（
以

下
「
公
共
の
乗
り
物
」
と
い
う
）
に
お

い
て
、
人
に
対
し
、
卑
わ
い
で
不
安
等

又
は
著
し
い
し
ゅ
う
恥
を
覚
え
さ
せ

る
よ
う
な
言
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

〈
粗
暴
行
為
の
禁
止
〉

第
三
条
　
何
人
も
、
公
共
の
場
所
又

は
公
共
の
乗
物
に
お
い
て
、
多
数
で

う
ろ
つ
き
、
又
は
た
む
ろ
し
て
、
人
に
対

し
、
言
い
掛
か
り
を
付
け
る
こ
と
、
す
ご

む
こ
と
そ
の
他
不
安
等
を
覚
え
さ
せ
る

よ
う
な
言
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

〈
客
引
き
行
為
の
禁
止
〉

第
四
条
　
何
人
も
、
公
共
の
場
所
に

お
い
て
、
不
特
定
の
者
に
対
し
、
身
体

又
は
衣
服
を
捕
ら
え
る
こ
と
、
所
持

品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
そ
の
他
の
不

安
等
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に

よ
り
、
執
よ
う
に
客
引
き
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

〈
つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
禁
止
〉

第
五
条
　
何
人
も
、
正
当
な
理
由
が

な
い
の
に
、
特
定
の
者
に
対
し
、
次
に

掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
ω
待
ち
伏
せ
し
、
追
随
し
、
又
は
住

居
、
勤
務
場
所
、
学
校
、
宿
泊
場
所
等

を
訪
れ
、
か
つ
、
言
い
掛
か
り
を
つ
け

る
こ
と
、
す
ご
む
こ
と
、
身
体
又
は
衣

服
を
捕
ら
え
る
こ
と
そ
の
他
の
不
安

等
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
よ

り
、
執
よ
う
に
、
つ
き
ま
と
い
、
又
は

面
談
を
求
め
る
こ
と
。

　
②
電
話
又
は
文
書
に
よ
り
、
虚
偽

若
し
く
は
粗
野
で
不
安
等
を
覚
え
さ

せ
る
よ
う
な
事
項
を
執
よ
う
に
告
げ

る
こ
と
。

〈
罰
則
〉

第
六
条
　
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の

規
定
の
い
ず
れ
か
に
違
反
し
た
者

は
、
六
月
以
下
の
懲
役
、
二
十
万
円
以

下
の
罰
金
又
は
拘
留
に
処
す
る
。

二
常
習
と
し
て
前
項
の
違
反
行
為

を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附
則

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

※
こ
の
条
例
は
（
略
称
「
迷
惑
防
止
条

例
」
）
と
い
う
。

東
郷
町
発
注
建
設
工
事
等

か
ら
の
暴
力
団
排
除
措
置

要
項
の
策
定
に
つ
い
て

　
東
郷
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等

に
暴
力
団
の
介
入
を
排
除
す
る
こ
と

な
ど
を
定
め
た
措
置
要
項
の
調
印
式

が
、
こ
の
ほ
ど
役
場
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
要
項
に
よ
る
と
、
指
名
登
録
業
者

が
暴
力
団
と
関
係
が
な
い
か
管
轄
署

に
照
会
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
も
し
、
関
係
の
事
実
が
分
か
っ

た
場
合
は
、
業
者
を
3
ヶ
月
か
ら
1

年
の
指
名
停
止
処
分
に
す
る
こ
と
な

ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　　鞘8ご’り⑥

⑰農業×夢＝認定農業者
　今月は寺迫の黒木慶司

さんにお話しを伺いまし
た。

○
現
況
と
今
後
の
経
営

　
現
在
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
専
業
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
林
業
を

は
じ
め
と
し
て
、
み
か
ん
栽
培
等
を

行
い
、
昭
和
六
十
年
頃
に
ブ
ロ
イ

ラ
ー
飼
育
（
三
棟
）
を
始
め
ま
し
た
。

　
経
営
規
模
に
つ
い
て
は
、
最
も
多

い
時
は
十
六
棟
（
空
き
鶏
舎
の
利
用
）

を
管
理
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
労
力
や

雇
用
な
ど
の
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
結

果
、
現
在
は
六
棟
の
鶏
舎
で
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
雛
に
つ
い
て
も

レ
ッ
ド
種
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し

て
、
常
時
、
飼
育
技
術
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
の
経
営
を
さ
ら
に

安
定
さ
せ
、
子
供
に
自
信
を
持
っ
て

経
営
を
譲
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔
か

ら
の
夢
で
あ
る
牛
の
飼
育
を
始
め
、

子
供
と
一
緒
に
農
業
が
経
営
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
が

ら
、
楽
し
め
る
農
業
を
続
け
て
い
き

た
い
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
他
産
業
か
ら
の
脱
サ
ラ
で
昭
和
四

十
六
年
頃
か
ら
森
林
作
業
等
に
従
事

し
、
父
が
経
営
し
て
い
た
二
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
み
か
ん
作
り
（
昭
和
三
十

五
年
、
農
業
構
造
改
善
事
業
参
加
）
等

を
手
伝
い
、
昭
和
六
十
年
頃
か
ら
ブ

ロ
イ
ラ
ー
飼
育
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
黒
木
慶
司
さ
ん
で
す
。
（
現
在
六
棟

の
鶏
舎
で
年
間
二
十
二
万
羽
を
出
荷

し
て
い
る
）

　
森
林
作
業
に
行
き
な
が
ら
、
一
時

は
牛
の
大
規
模
経
営
を
志
し
、
牛
の

勉
強
も
随
分
や
っ
た
と
、
遠
い
昔
を

忍
び
な
が
ら
話
す
言
葉
に
も
現
実
味

が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を
始

め
た
当
初
は
、
価
格
も
良
く
収
益
も

上
が
り
順
調
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
価
格
も
下
が
り
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
も
難
し
く
な
っ
て
来
た
と
話
す
言

葉
に
は
現
在
の
苦
労
が
伺
え
ま
し

た
。
一
時
は
子
供
と
一
緒
に
年
間
七

十
五
万
羽
の
飼
育
を
し
、
子
供
と
の

共
同
作
業
の
喜
び
を
笑
顔
で
話
す
顔

に
は
、
何
と
も
言
え
な
い
温
か
い
眼

差
し
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
飼
育
し

て
い
る
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
レ
ッ
ド
種

（
地
鶏
に
近
く
肉
の
旨
い
ト
リ
）
で
、

ブ
ラ
ン
ド
肉
と
し
て
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

種
の
ト
リ
は
改
良
が
進
み
ヒ
ナ
が
弱

く
大
変
気
を
使
う
と
の
こ
と
で
、
特

に
夏
場
（
梅
雨
明
け
後
の
高
温
多
湿

時
）
は
育
成
率
が
下
が
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
慶
司
さ
ん
の
夢
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
を
軌
道
に
の
せ
、
後
継
者
（
現
在
県

外
に
就
職
）
に
そ
れ
を
継
が
せ
た
後
、

自
分
は
牛
飼
い
（
十
～
二
十
頭
）
を
は

じ
め
て
、
子
供
た
ち
と
楽
し
く
農
業

を
や
り
た
い
と
の
こ
と
。
願
う
心
は

通
ず
る
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
慶
司
さ
ん
の
情
熱
と
真
剣
な
取

り
組
み
が
あ
る
以
上
、
必
ず
や
楽
し

く
子
供
と
農
業
を
や
る
日
が
訪
れ
る

と
確
信
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　一，一　　　　　　　　　　9ρφ　　　　　　　　9ψo　　　　　　　φ一ψ　　　　　　一φ，　　　　　“ひ9　　　　0，，　　9ψψ　ψψ●ψφ9ψ
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畜
産
だ
よ
り

　
3
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
6
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。◎

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
雌
の
部

　
　
福
瀬
塩
月
義
夫

　
　
　
　
　
よ
し
み
号
　
壱
等
賞

去
勢
の
部

　
　
坪
　
谷
　
田
中
次
郎
喜

　
　
　
　
安
次
号
　
優
等
賞
七
席

　
　
田
　
野
　
中
野
朝
夫

　
　
　
　
　
　
朝
平
号
　
壱
等
賞

　
　
坪
　
谷
　
岡
村
賢
一

　
　
　
　
　
　
平
岡
号
　
壱
等
賞

　
　
福
　
　
瀬
　
　
山
石
田
畠
一
一

　
　
　
　
　
　
秀
隆
号
　
壱
等
賞

団
体
成
績
　
　
1
位

◎
児
湯
郡
市
共
進
会

　
雌
の
部

　
　
山
ノ
ロ
　
橋
口
政
美

　
　
　
え
つ
こ
ひ
め
号
　
弐
等
賞

げ

7『

★町報に関ずるご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　　　　置⑦轍8こ”り

賃金●農作業受託料金
　町農業委員会では、平成12年度の農作業受託料金及び賃金について、次

のとおり推進します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10a当たり、単価：円）

平成12年度 備　　　　　　考

耕　　　　　　　　　　　　　起 5，500 トラクターロータリー

荒　　　　　　　　　　　　代 4，500 トラクターロータリー

植　　　　　　　　　　　　　代 6，500 トラクターロータリー

田　　　　　　　　　　　　植 6，500 白白、苗運搬は含まない

防除　・水田　ビー　グル 3，000 農薬代は含まない

コ　　ン　　バ　　イ　　ン 16，000
刈
取
り

バ　　イ　　ン　　ダ　　一 6，500 ひも代は含まない

籾　　　　　運　　　　　搬 3，000

脱穀（ハーベスター袋あたり） 450 袋子は含まない

パ　　ワ　一　　デ　　ィ　ス　　ク 4，000 但し15～20cm

耕　起　3　連　プ　ラ　ウ 6，000 プラウ

水　　　田　　　ハ　　　ロ　　　一 6，000 ノ、ロー

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
1
1
　
　
●
．
　
　
　
・
　
　
　
　
昌
　
　
　
　
　
≡
軍

耕　　　　　　　　　　　　起 8，000

播　　種　　：　ビ　　一　　グ　　ル 4，000 種子代は含まない

防　除　　：　ビ　一　　グ　ル 3，000 農薬代は含まない

中耕除草　：　ビ　一　グル 3，000 機械作業のみ

汎　用　　コ　　ン　バ　　イ　　ン 9，000 大豆・ソバ専用

農　　機　　具　　使　　用　　者 10，000

田　植　作　業　（男　女　共　） 8，000

男 8，000
一　般　農　作　業

女 6，000

■立地条件、倒伏などについては1受委託者間で協議し、割増料金を付加することがあります。

■農業機械銀行を利用すると、町からの補助金が受けられます。

　＊詳しくは、JA日向東郷支店営農課、美々津支店営農課へお問い合わせ下さい。

黒
木
作
次
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
迫
野
内
）

　
2
度
目
の
優
勝

一
宮
崎
県
ト
ラ
ク
タ
ー
耕

　
　
　
　
　
競
技
大
会
－

　
2
月
2
5
日
（
金
）
に
高
鍋
町
の
高

鍋
農
業
大
学
校
で
行
わ
れ
た
平
成

11

N
度
宮
崎
県
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
競

技
大
会
で
、
迫
野
内
の
黒
木
作
次

郎
さ
ん
が
平
成
7
年
度
に
継
ぐ
2

度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
優
勝
に
よ
り
、
黒
木
さ
ん

は
今
年
8
月
に
青
森
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
競
技
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ

と
が
決
定
、
全
国
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

レ
優
勝
し
た
黒
木
作
次
郎
さ
ん

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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「画『第47回東臼杵郡地域婦人発表大会』

　平成ll年度東臼杵郡地域婦人発表大会が町総合文化

センターにて開催され、婦人会旧約500人が参加しま

した。

　当日は、午前中に意見発表大会、午後にアトラクショ

ンが催されましたが、終日、和やかかつ楽しい雰囲気

の中で行われていました。

欝まちのアルバム⊂拡大版⊃鵬
／属国『地自酌鷺醜

　地域問題の解決策を探ることなどを目的とした懇談会が、町

商工会主催で、町内の企業や公的機関、各種団体の代表者ら

が参加して開催されました。会に先立ち、寺原忠男商工会会長

が「商工業者を取り巻く現状は非常に厳しいが、商工業者も地

域のために一生懸命努力している。今日は地域問題の解決に

向け、職種間の枠を超えて率直な意見交換をしてください」と

あいさつをしました。

　懇談会では、1．圏内消費の動向2．商工業を取り巻く地域

の問題3．地場産業の育成の3項目について話し合われまし

たが、当初の予定時間を大幅に超える熱心な意見交換に、参

加者一同、問題解決へ向けた確かな手応えを感じたようでした。

　　　　　　　霧とうご冷⑨1

＼

寸心濫毅・・

㌧調

3月5日（日）　防火ポスター展

　子供の頃からの防火意識の高揚を目的とした平成11年度の

防火ポスター展（協賛東郷町・日向市・門川町）が日向市

の寿屋アスティーパークで開催され、審査の結果、町内の出品

作品からも数多く入賞しました。その入賞者を紹介します。

【特別賞】東郷町長賞都甲大（東小1年）、東郷町議会議長

賞黒田梨佳（東中1年）、東郷町教育長賞清家良志（東小

1年）、東郷町消防団長賞向田紗弥（東中2年）、日向市消

防長賞平野敏明（福小3年）、危険物安全協会長賞椎葉界

（福小2年）、寿屋日向店長賞寺田由加（坪中3年）

【入　賞】銀賞黒木宏輝（東小1年頃、銅賞矢野高大（東中

1年）、銅賞南濱光太（東小5年）、佳作和田一馬（坪中1

年）、佳作山田賢（東中3年）、佳作三浦祐弥（東小3年）

jii

　　　　　山陰神社で建国祭

勘　建国記念日に山陰神社（都甲幸之宮司）で建国祭が開

催されました。

　今年は日本国発祥から紀元2660年、将来の繁栄発展を

願い、同神社では約30年ぶりの建国祭復活となりました。

　建国祭では最初に神事が行われ、その後、神楽を筆頭

に日本古来の和太鼓（冠太鼓）、日本の伝統的な武道で

ある空手道、棒術、居合道の演武等を奉納するなどして建

国祭を祝いました。

　この町内でも珍しい祭りの復活に、終日、山陰神社は数

多くの人たちでにぎわいをみせていました。

　　　　　　　　　家内安全、
　　3月13日（月）

㌧　　　　　　商売繁盛を祈願
　旧暦の2月最初の午の日にあたるこの日、羽坂の小長

野地区にある『小長野稲荷』に、小長野地区の区民をは

じめ、羽坂地区や遠くは延岡市などから総勢12人が訪れ、

今年一年の「家内安全」、「商売繁盛」を祈願しました。

　今年の世話人は、小長野地区在住の清水樹さんと羽坂

区長の木村直人さん。この小長野稲荷は大分県竹田市の

竹田稲荷から分家したといわれており、毎年この2月の牛

　　の日（旧暦）に、赤飯などごちそうを持ち寄って祈願

しくを隅殿砿

古
き
伝
え
守
る
と
人
ら

梅
林
に
春
の
日
差
し
の

さ
は
や
か
に
カ
ナ
リ
ヤ
の

聞
こ
え
て
ひ
と
日
心
の

娯
楽
な
き
ベ
ッ
ド
に
臥
し
て

こ
の
夜
は
百
円
硬
貨
の

荒
れ
は
て
し
迫
田
に
三

共
に
拓
き
し
亡
き
母
思

煩
悩
を
捨
つ
れ
ば
楽
に

吾
に
叶
は
ぬ
運
命
と
思

病
み
し
児
が
ミ
イ
ラ
と
な
り
し
話
哀
し

信
じ
る
こ
と
の
怖
さ
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

叔
父
逝
き
て
従
姉
妹
同
士
の
集
ま
り
ぬ

五
十
年
振
り
の
涙
の
哀
し

目
的
を
失
ひ
し
如
き
日

出
を
看
取
り
つ
つ
吾
は

待
ち
待
ち
し
延
岡
ば
ん
ば

奏
で
る
今
日
は
小
雪
舞

ひ
た
す
ら
に
生
き
た
き
吾
か
四
時
間

点
滴
の
雫
ベ
ッ
ド
に
見
上
ぐ

明
け
方
の
夢
に
会
ひ
た

う
つ
つ
き
び
し
き
吾
を

晴
れ
し
午
後
を
友
の
形
見

想
ひ
さ
ま
ざ
ま
に
麦
を
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山
深
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暮
ら
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老
い
ら

列
車
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に
よ
り
て
声
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　　　　　　　　　平成11年度合同金婚式

L醤』
　平成11年度の東郷町合同金婚式が、2月16日困やす

らぎ館で開催されました。今年で8回目となる金婚式

には町内から19組（対象24組）が出席、久しぶりの再

会に旧交を温める姿があちこちでみられました。

　出席者達の話題の中心は、やはり戦時中や終戦後の

苦労話。当時の体験談等を感慨深そうに話していまし

た。式ではこの後、民謡民舞のアトラクションや記念

撮影など和やかな雰囲気のなかで行なわれていまし

た。

熱

⑪　　　〆

．1姻

瞠 誉

1響1鐸難1し欝llll欝欝日日

朝
夕
の
寒
さ
き
び
し
き

　
　
と
ロ
つ

蕗
の
墓
出
で
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し
ば
し

縁
側
に
射
し
入
る
日
差

角
度
を
か
え
て
春
日
を

妻
の
弓
ひ
く
れ
し
地
下
足
袋
あ
た
た
か
く

寒
の
畑
に
吾
は
出
で
来
つ

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

★あなたのまわりであったボツトな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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ミ磐雪 諏PTA新聞優秀賞に輝く
　　　　　　　　　　一寺門小学校PTA一

　第20回宮崎県小中学校PTA新聞コンクールで、寺迫小学校の

作った『広報　てらさご』が見事、優秀賞に輝きました。

　優秀賞は最優秀賞に継ぐ、事実上の2位。小学校の部には84校

の応募があり、寺迫小学校PTAは初の受賞、その受賞の喜びを同

校のPTA会長の植野浩人さんは、「PTA会員は勿論、地域の人

たちに身近な新聞として読んでもらいたいとの願いを持って広報部

一丸となって取り組んできた結果が認められたのだと思います。今回

の受賞を機にこれからも学校内のホットな話題、地域とのふれあい情

報等々、いろいろと試行錯誤しながら地域に喜ばれる新聞作りをめ

雛繍蒲撫一一／］
★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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☆★☆鶴野内保育園☆★☆

▲はやく囲うまにのれるようになりたいなあ

　鶴野内　住宅の

舛田圭祐くん（5歳）

父：舛田栄彦さん

母：　三奈美さん

○好きな食べ物は何で
　すか？

　メロン、スイカ、カレー

　ライス

O好きな遊びは何ですか？

　鉄棒
O大きくなったら何になり

　たいですか。

　消防士になって、火を

　消す

　迫野内　鹿瀬の

関ロ太旨くん（5蔵）

父：関口治樹さん

母：　　ユカさん

○好きな食べ物は何ですか？

　豚汁
○好きな遊びは何ですか？

　木登り、竹うま、鉄棒

○大きくなったら何に

　なりたいですか。

　パパみたいに野球が

　上手になりたい
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街槽舌題

人権作文コンテスト

　　奨励賞を受賞

　3月7日（火）、人権教育の

一環と人権意識の高揚を図

ることなどを主な目的とした

平成11年度全匡i中学生人権

作文コンテスト宮崎県大会

（延岡地区）が行われ、坪谷

中学校2年の甲斐華栄さん

の人権に関する作文が見事、

奨励賞を受賞しました。

　坪谷中学校校長室で行わ

れた表彰式では、町の人権

擁護委員の海野俊男さん（二

二）から賞状の伝達が行われ

ました。

φ

　㎝
◎ψ

＊

男
男
の
一
年
生
蓼
涛
轟
、

曲
、
4
月
か
■
り
小
学
生
に
写
り
ま
軍

　
平
成
1
2
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
（
世
帯
主
）
を
学
校
別
に
紹

介
し
ま
す
。
世
帯
主
は
敬
称
略

【
寺
迫
小
学
校
】

　
海
野
大
喜
く
ん
（
宏
）
、
新
名
弘
輝

く
ん
（
實
）
、
岩
切
優
輝
く
ん
（
繁

尚
）
、
福
元
実
樹
男
く
ん
（
伸
二
）
、

岩
崎
愛
吏
さ
ん
（
血
忌
）
、
黒
木
涼
さ

ん
（
文
利
）
、
山
下
泰
輝
く
ん
（
泰
文
）

　
　
　
　
　
　
　
以
上
寺
町
地
区

【
福
瀬
小
学
校
】

　
直
野
豪
士
く
ん
（
吉
範
）
、
長
池
城

磨
く
ん
（
公
一
）
、
新
名
潟
祐
く
ん
（
直

義
）
、
直
野
奈
々
さ
ん
（
誠
男
）

　
　
　
　
　
　
　
以
上
福
瀬
地
区

【
東
郷
小
学
校
】

　
菊
池
麗
奈
さ
ん
（
孝
志
）
、
都
甲
単

材
さ
ん
（
和
彦
）
、
小
林
寛
明
く
ん

（
貴
）
、
那
須
一
生
く
ん
（
晴
夫
）
、
矢

野
岬
く
ん
（
直
樹
）

　
　
　
　
　
　
以
上
小
野
田
地
区

　
菊
池
優
帆
さ
ん
（
輔
弘
）
、
三
浦
俊

挫
く
ん
（
辰
巳
）
、
原
田
晶
出
く
ん

（
憲
二
）
、
那
須
好
未
さ
ん
（
澄
子
）
、

上
田
隆
太
く
ん
（
政
一
）
、
斧
優
旧
く

ん
（
伸
春
）
　
　
以
上
鶴
野
内
地
区

　
佐
藤
加
織
さ
ん
（
新
）
、
小
泉
輝
さ

ん
（
清
）
、
黒
木
美
砂
子
さ
ん
（
畑
）
、

舛
田
麻
衣
さ
ん
（
稔
）

　
　
　
　
　
　
以
上
迫
野
内
地
区

　
那
須
翔
太
く
ん
（
正
人
）

　
　
　
　
　
　
以
上
八
重
原
地
区

　
黒
木
望
佳
さ
ん
（
喜
弘
）
、
小
川
克

晋
く
ん
（
晴
生
）
、
稲
田
ま
つ
み
さ
ん

（
継
男
）
、
谷
口
元
樹
く
ん
（
健
吾
）

　
　
　
　
　
　
　
以
上
田
野
地
区

　
海
野
千
佳
さ
ん
（
茂
実
）
、
橋
口
さ

や
か
さ
ん
（
一
郎
）
、
寺
原
佳
孝
く
ん

（
孝
幸
）
　
以
上
羽
坂
地
区

　
那
須
翔
く
ん
（
春
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
以
上
仲
深
地
区

【
坪
谷
小
学
校
】

　
黒
田
光
重
く
ん
（
成
光
）

　
　
　
　
　
　
　
以
上
仲
深
地
区

　
菊
池
純
一
郎
く
ん
（
伸
裕
）
、
寺
原

圭
亮
く
ん
（
一
生
）
、
矢
野
直
人
く
ん

（
良
）
、
矢
野
祐
治
く
ん
（
清
）

　
　
　
　
　
　
　
以
上
坪
谷
地
区
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東
郷
町
行
政
改
革
大
綱
は
昭
和
六

十
一
年
三
月
に
策
定
し
、
さ
ら
に
平

成
八
年
二
月
に
は
新
・
行
政
改
革
大

綱
と
し
て
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
回
、
地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い

よ
り
い
っ
そ
う
の
住
民
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
同
大
綱
を
改
訂

し
ま
し
た
。

　
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

町
行
政
改
革
推
進
本
部
を
中

心
に
行
政
運
営
全
般
に
つ
い

て
点
検
を
行
い
、
住
民
の
代

表
か
ら
な
る
行
政
改
革
推
進

委
員
会
に
諮
問
し
策
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
事
務

事
業
の
整
理
合
理
化
等
を
中

心
に
今
後
五
年
間
の
町
行
政

の
あ
り
方
を
具
体
的
に
定
め

て
い
ま
す
。

　
実
施
計
画
は
次
の
項
目
の

と
お
り
で
す
。

1
事
務
事
業
の
見
直
し

　
①
新
た
な
事
業
の
推
進
と

　
　
事
務
事
業
の
整
理
合
理

　
　
化

　
②
行
政
手
続
き
の
簡
略
化

　
　
と
行
政
情
報
の
公
開

　
③
民
間
委
託
、

　
　
よ
る
施
設
の
管
理
運
営

②
外
部
組
織
の
見
直
し

m
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化

①
定
員
管
理

　
条
例
定
数
　
　
　
　
1
4
0
名

　
平
成
1
1
年
4
月
1
日
目
1
2
2
名

　
目
標
数
値
　
　
　
　
1
2
5
名

　
　
　
②
給
与
の
適
正
化

　
　
W
職
員
の
能
力
開
発
の
推
進

て

の
つ

綱
に

革
直

写
見

行新

第
三
セ
ク
タ
ー
に

④
広
域
的
な
処
理
で
望
む
事
務
事
業

⑤
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

⑥
受
益
者
負
担
の
適
正
化

H
組
織
・
機
構
の
見
直
し

①
行
政
組
織
の
見
直
し

V
情
報
化
の
推
進
等
に
よ
る

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

①
O
A
機
器
の
導
入
で
窓

　
　
口
事
務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
②
行
政
情
報
の
ネ
ッ
ト

　
　
ワ
ー
ク
化
の
推
進

③
そ
の
他

W
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置

　
及
び
管
理
運
営

　
①
公
共
施
設
等
の
整
備
の

　
方
向
性

　
②
施
設
の
管
理
運
営
と
利

　
　
用
料
金

　
新
・
行
政
改
革
大
綱
に
つ

い
て
さ
ら
に
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
総

務
課
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

物
産
セ
ン
タ
ー
『
詩
季
彩
』
に

　
　
　
　
本
町
物
産
コ
ー
ナ
ー
新
設
！

　
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
市
場
は
道
の
駅
内
の
ふ
る
さ
と
紙
工
房
前

市
場
と
牧
水
公
園
内
市
場
を
中
心
に
開
設
し
て
き
ま
し
た
が
、
2

月
2
3
日
㈱
か
ら
物
産
セ
ン
タ
ー
詩
季
彩
の
中
で
も
東
郷
町
物
産

レ
2
月
に
登
場
し
た
「
詩
季
彩
」
物
産
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
、
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
ふ
る
さ
と
市
場
関

連
商
品
は
、
定
休
日
（
月
曜
日
）

を
除
く
、
毎
日
購
入
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
旬
の
野
菜
や
果
物
、
各
種
加

工
品
な
ど
取
り
揃
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
、
是
非
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

　　

¥
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

学
校
に
　
も
の
読
め
る
声
の

　
な
つ
か
し
さ

身
に
し
み
と
ほ
る
　
山
里
す
ぎ
て

　
牧
水
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

の
晩
秋
に
、
沼
津
を
出
立
し
て
長
野

県
北
佐
久
郡
岩
田
村
、
小
諸
、
軽
井

沢
、
花
敷
、
暮
坂
峠
、
沢
渡
、
四
万
、

法
師
、
老
神
、
金
精
峠
、
月
光
湯
元
温

泉
、
中
禅
寺
湖
な
ど
の
行
程
二
十
四

日
間
の
旅
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

月
の
歌
は
、
こ
の
旅
の
途
中
（
小
雨

村
）
で
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
村
の
中
の

小
さ
な
学
校
は
、
牧
水
の
幼
少
時
を

喚
起
さ
せ
る
に
な
つ
か
し
い
存
在
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

“
町
報
と
う
こ
う
”

　
今
月
か
ら
2
ペ
ー
ジ

　
　
　
増
え
ま
す

　
こ
れ
ま
で
毎
月
1
0
ペ
ー
ジ
だ
っ
た

町
報
「
と
う
こ
う
」
が
、
今
月
号
か
ら

2
ペ
ー
ジ
増
え
て
1
2
ペ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し
た

話
題
（
特
集
等
）
満
載
で
お
伝
え
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
話
題

や
お
も
し
ろ
い
情
報
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
総
務
課
情
報
係
（
容
6
9

－
3
9
0
0
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
歌
も
含
め
て
学
校
の
こ
と
を

詠
ん
だ
歌
が
十
一
首
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
前
記
の
旅
の
途
中
に
詠
ん

だ
も
の
で
す
。

　
次
も
同
様
で
、
塩
月
眞
著
「
牧
水
の

風
景
」
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ

り
ま
す
。
「
思
い
切
っ
て
声
を
か
け

た
。
『
門
林
君
、
ひ
と
つ
左
の
道
を

行
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
し

て
今
夜
は
花
敷
温
泉
に
泊
ろ
う
』

と
っ
て
返
し
て
左
の
道
を
降
っ
て

行
っ
た
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
芒
の

道
と
雑
木
林
の
道
は
果
て
し
な
い
。

途
中
二
十
戸
ば
か
り
の
村
落
二
つ
を

過
ぎ
た
。

　
そ
の
一
つ
に
小
学
校
が
あ
り
、
日

都
　
甲
　
欣
　
一

暮
れ
た
近
い
運
動
場
で
老
教
師
が
二

十
人
ば
か
り
の
児
童
に
体
操
の
授
業

を
し
て
い
た
。
」
そ
の
村
は
引
沼
村

で
、
そ
の
時
に
詠
ん
だ
の
が
次
の
歌

で
あ
り
ま
す
。

○
先
生
の
一
途
な
る
さ
ま
も
涙
な
れ

家
学
ば
か
り
な
る
村
の
学
校
に

○
ひ
た
ひ
た
と
土
踏
み
鳴
ら
し
真
裸

足
に
先
生
は
教
ふ
そ
の
体
操
を

（
始
業
期
で
あ
り
学
校
の
唄
紹
介
）

★あなたのまわりであったボツトな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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生

◎
う
二

》
竺

戦
没
者
追
悼
式

鞘
▽
日
時
　
4
月
3
日
（
月
）
1
0
時
置

▽
場
所
　
成
願
寺
（
雨
天
の
場
合
は

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

入
園

入
学
式

　　　　　お知らせ
く《イフフオ：メーヲヨ＝ノ》》

・
▽
4
月
5
日
（
水
）

　
寺
迫
幼
稚
園
・
東
郷
幼
稚
園

▽
4
月
6
日
（
木
）

　
鶴
野
内
保
育
園
・
坪
谷
保
育
園

　
　
　
フ

▽
4
月
7
日
（
金
）

　
町
内
各
中
学
校
（
美
々
津
中
学
校
）

▽
4
月
1
0
日
（
月
）

　
町
内
各
小
学
校
（
田
の
原
分
校
）

組
　
合
　
長
　
会

▽
日
時
　
平
成
1
2
年
4
月
2
5
日
（
火
）

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

利
用
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　
東
郷
町
国
民
健
康
保
険
で
行
っ
て

い
る
、
は
り
・
き
ゅ
う
。
マ
ッ
サ
ー
ジ

補
助
の
利
用
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
ま
だ
補
助
金
の
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
4
月
1
0
日
過
月
）
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
さ
れ
る
際
に
は
、
利
用
者
証

と
印
鑑
を
お
持
ち
下
さ
い
。

　
平
成
1
1
年
度
の
利
用
者
証
は
、
平

成
1
2
年
3
月
3
1
日
で
期
限
切
れ
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
利
用
さ
れ

る
方
は
、
利
用
者
証
の
切
替
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
寺
口
地
区
の
方
は
、
寺
迫
連
絡
所

で
申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
ば
住
民
課

国
民
健
康
保
険
係
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
容
6
9
－
3
9
0
2

母
子
家
庭
・
寡
婦
・

父
子
家
庭
の
皆
様
へ

　
ご
存
じ
で
す
か
？
　
介
護
人
派
遣

事
業

○
介
護
人
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
派
遣

事
業
と
は

　
あ
な
た
が
、
病
気
で
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
場
合
や
、
出

張
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
子
ど
も
の
生

活
が
一
時
的
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
な
ど
に
、
介
護
人
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
に
よ
る
一
時
的
な
介
護
、
保
育

等
が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
す
。

○
ど
ん
な
場
合
に
頼
め
る
の

　
あ
な
た
が
、
技
能
修
得
の
た
め
の
通

学
、
就
職
活
動
、
疾
病
、
看
護
、
事
故
、

災
害
、
冠
婚
葬
祭
、
転
勤
、
出
張
、
学

校
等
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
等
で
家
族

の
世
話
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

○
手
続
き
は

　
派
遣
対
象
世
帯
と
な
る
に
は
、
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
や
す
ら
ぎ

館
内
保
健
福
祉
課
で
登
録
の
手
続
き

を
お
取
り
下
さ
い
。

○
ど
う
ず
れ
ば
介
護
人
（
ホ
ー
ム
へ

」ル

p
、
）
を
頼
め
る
の

　
東
郷
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
（
連
絡

が
と
れ
な
い
場
合
は
、
保
健
福
祉
課
）

に
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

①
所
得
に
よ
っ
て
は
、
派
遣
し
て
も

ら
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
派
遣
日
数
は
原
則
と
し
て
年
間
1
0

日
で
す
。
（
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い

事
情
の
場
合
は
延
長
で
き
ま
す
。
）

③
あ
な
た
の
住
所
、
家
族
構
成
等
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
（
母
子
家
庭
、

父
子
家
庭
で
な
く
な
っ
た
場
合
等
）

は
変
更
（
廃
止
）
届
が
必
要
で
す
。

○
詳
し
く
は

（
財
）
宮
崎
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
費
0
9
8
5
1
2
2
1
4
6
9
6
、
県

児
童
家
庭
課
　
智
0
9
8
5
－
2
6
1
7

0
5
6
、
や
す
ら
ぎ
館
内
保
健
福
祉

課
　
費
6
9
1
3
3
6
7
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
な
た
の
愛
犬
は

大
丈
夫
で
す
か
？

～
日
向
保
健
所
よ
り
～

　
最
近
、
延
岡
市
と
宮
崎
市
で
、
犬
に

よ
る
人
身
事
故
が
連
続
し
て
起
き
て

い
ま
す
。
飼
育
者
に
と
っ
て
は
、
従
順

で
か
わ
い
い
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
、
時
と

し
て
他
人
に
と
っ
て
は
凶
器
と
な
る

の
で
す
。

　
特
に
小
さ
い
子
ど
も
の
場
合
、
即

大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
分
の
愛
犬
だ
け
は
大
丈
夫
と
考

え
ず
、
し
っ
か
り
し
た
方
法
で
飼
う

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

平
成
1
2
年
度
県
職
員
の
採
用

　
宮
崎
県
の
職
員
採
用
試
験
の
受
験

申
込
受
付
が
5
月
8
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
職
種
に
よ
っ
て
申
込
の
受
付

日
も
試
験
日
も
異
な
り
ま
す
。
採
用

試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
ば
宮

崎
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
容
0
9

8
5
－
2
6
－
7
2
5
9
）
ま
で
。

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
外
相

会
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
こ
案
内

　
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
外
相
会

合
開
催
の
周
知
と
機
運
情
勢
を
図
る

こ
と
等
を
目
的
と
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
を
①
い
。
＜
Φ
み
や
ざ
き
！
』
が
2
月

24

冾
ﾉ
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
是
非
、
ア
ク

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ゴ
簿
冒
”
＼
＼
芝
≦
を
●
ω
⊆
∋
∋
一
戸

冒
お
h
．
ヨ
ぞ
帥
N
鋤
三
●
噺
ロ

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
8
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

軽
自
動
車
税
　
一
期

箸
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
3
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
田
野
の
寺
田
輝
雄
さ
ん
か
ら

（
タ
ミ
さ
ん
・
9
5
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
橋
口
　
清
さ
ん
か
ら

（
マ
ツ
エ
さ
ん
・
9
4
歳
逝
去
）

◎
田
野
の
稲
田
稀
重
さ
ん
か
ら

（
ツ
ル
エ
さ
ん
・
9
7
歳
逝
去
）

◎
羽
坂
の
寺
田
三
郎
さ
ん
か
ら

（
豊
さ
ん
・
8
1
歳
逝
去
）

一
●

＝

●

　
　
（
2
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

池 徳 田 黒 奈
赤
ち

田 森 口 木 須 や

早 宗 直 将
ん
の

穂 史 裕 亮 也 氏
名

寿 重 浩 高 経
人 春 二

寛
行 引

取 八 福 寺 八 住
野 重 重
内 原 瀬 迫 原 所

結
婚
お
幸
せ
に

（寺運 氏

原名

衣政 名

美浦

羽 福 住

坂 瀬 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

那 寺 橋 稲

須 田 ロ
マ

田
ツ

氏

昭
ツ ル 名

｝ 豊 工 工

72 81 94 97 年

歳 歳 歳 歳 齢

坪 羽 小 小 住
野 野

谷 坂 田 田 所
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